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研究成果の概要（和文）：スリランカや国内で採取された風化花崗岩（広島花崗岩）に含まれている希土類元素
（REE）の濃度や主要鉱物・主成分元素組成から、中程度の風化を受けた花崗岩が最もイオン吸着型鉱床として
有望であり、ラテライト化した熱帯地域の花崗岩はイオン吸着型鉱床としては適さないことが分かった。これ
は、風化花崗岩の本質である高い抽出率が、風化花崗岩中の粘土鉱物への外圏錯体の割合で決まることによると
考えられる。ボーリングコア試料においても、スリランカでは風化の程度が表層の強風化から深度と共に急激に
健岩に遷移しており、中程度の風化を示す層は殆ど無かったため、熱帯地域はイオン吸着型鉱床には適さないこ
とがここでも確認された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have studied various factors that control formation of 
rare earth elements (REE) ion-adsorption type deposit (IAP). Among them, it was found that the 
degree of weathering of granitic rocks is important, and the strong weathering generally found under
 tropical climate such as in Sri Lanka to form laterite induces formation of gibbsite and kaolinite 
rather than smectite that can be best host phase of REE in IAP, which results in the low content and
 low extractability of REE in the weathered granite. Consequently, we can conclude that middle 
degree of weathering may be appropriate for the formation of IAD, typically found under the 
temperate climate. As for the speciation of REE in such weathered granite, or clay minerals, it was 
found that the extractability of REE is correlated with fraction of outer-sphere complexes within 
the samples which can be determined by local structure analysis using extended X-ray absorption fine
 structure spectroscopy (EXAFS).

研究分野： 地球化学、環境化学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、スリランカのような熱帯地域の風化花崗岩を対象にして、希土類元素（REE）のイオン吸着型鉱床
が生成し得るかという点で研究を行ってきたが、その結果、熱帯地域よりもむしろ日本のような温帯地域でREE
イオン吸着型鉱床が生成し易いことを示すことになった。これはむしろ日本にこそこうしたREE資源は存在する
ことを示すものであり、陸上という利用しやすい場所にこうした鉱床が存在するという事実は、今後の国内の
REE資源の賦存量を議論する上で、極めて重要な成果であると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  風化花崗岩を主体とするイオン吸着型鉱床は、(i) 希土類元素（REE、レアアース）の濃度
が通常の岩石より高い、(ii) REE がアンモニウムイオン（NH4

+）などとのイオン交換で容易に抽
出される、(iii) 相対的に資源的に重要な重 REE の割合が高い、(iv) ウラン・トリウムなどの放
射性元素が少ない、などの利点をもつ（Moldoveanu and Papangelakis, 2016）。そのため、REE の
主要な供給国で、多様なタイプの REE 資源が存在する中国においても、風化花崗岩を主体とす
るイオン吸着型鉱床は優れた REE 資源として高い重要性を持つ（Hoshino et al., 2016）。これまで
我々は、このイオン吸着型鉱床の特徴である、(i) 高い REE 濃度、(ii) 高い REE 抽出率、の理由
を分子レベルで解明するために、国内（広島県、島根県、鳥取県）で採取された風化花崗岩中の
REE の化学種を、放射光を用いた広域 X 線吸収微細構造法（EXAFS 法）で調べてきた。またそ
れ以前から、粘土鉱物と REE の反応についても多くの基礎研究を進めてきた（Takahashi et al., 
2003, 2015）。そして、これらの考察の結果、風化花崗岩中で REE は「結合が弱い外圏錯体」と
して粘土鉱物に吸着されているために、抽出率が高いことが示唆された（図１）。一方、これら
国内の風化花崗岩を対象にした研究において、風化の程度を表す Chemical Index of Alteration 
(CIA)が異なる花崗岩を調べた場合、風化が弱く（CIA < 65）新鮮な花崗岩の場合には REE 濃度
と REE 抽出率は低いが、中程度の風化でスメクタイト・バーミキュライトなどの 2:1 型粘土鉱
物が二次鉱物として卓越した風化花崗岩の場合（65 < CIA < 80）に、REE 濃度と REE 抽出率が
高くなることが分かった。これは、風化の進行と共に REE のイオン吸着型鉱床としての特性が
強まることを意味する。しかし、過去に調べたミャンマー産の強風化花崗岩を調べたところ、さ
らに CIA が高い花崗岩（特に 90 以上）では、REE 濃度と REE 抽出率が大きく減少することが
示唆された。この結果は、風化の程度が著しく高く、二次鉱物としてカオリナイトやギブザイト
が主体となる風化花崗岩では、もはや REE は濃集されないことを意味する（図１）。これは、ど
のような風化花崗岩が REE のイオン吸着型鉱床になる条件を備えているかを評価する上で、極
めて重要な情報である。 

２．研究の目的 
  「REE のイオン吸着型鉱床には、中程度の風化（65 < CIA < 80）の花崗岩が適しており、よ
り風化が進むともはや REE は濃集されない」という仮説が正しいとすると、イオン吸着型鉱床
になり得る風化花崗岩は、日本や中国南部のような（比較的多雨な）温帯地域に存在する中程度
の風化花崗岩であり、CIA が 100 近くなる熱帯ではイオン吸着型鉱床は存在しにくいと予想さ
れる。この気候帯との関連は、世界的にレアアースのイオン吸着型鉱床を探査する上で、極めて
重要な基礎的知見になる。この仮説を確かめるために、本研究では、これまでスリランカの花崗
岩（主に輝石の多い charnokite）を詳細に研究してきたスリランカ地質調査所の Fernando 博士と
共同で、スリランカの風化花崗岩について共同で研究を行った。 
  スリランカでは花崗岩が多く露出すると共に、九州程度の大きさの国土の中に対照的な気
候帯を含んでおり、本研究に最適な場所である。具体的には、スリランカの南西部は高温多雨な
地域（Wet zone）である一方、中央部は乾燥地域（Dry zone）で花崗岩の風化が Wet zone ほど進
行しない。そのため、CIA は Wet zone では 100 に近いが、Dry zone では 80 程度であると予想さ
れる。上記の仮説に基づくと、REE の濃集度や抽出率は、Dry zone（中程度の風化）で高く、Wet 
zone（強風化）で低いと考えられる。また Wet zone では、表層では強風化の土壌が形成されてい
ても、深部には風化されていない花崗岩が存在すると考えられるので、ボーリングにより風化度
の異なる花崗岩を採取すれば、上記仮説をさらに強力に立証できる。 
  そこで本研究の目的は、ス
リランカで採取する「異なる気
候帯の風化花崗岩」および「ボ
ーリングで得られた風化度の異
なる花崗岩」を系統的に調べる
ことで、風化花崗岩がレアアー
スのイオン吸着型鉱床になる条
件を特定することである。この
条件の中には、風化の程度、鉱
物組成、REE の化学種などの鉱
物学・化学的特徴に加え、これ
らの違いをもたらす気候帯の違
いまで含まれる。 

３．研究の方法 
  本研究・調査では、スリラ
ンカ国内の異なる気候帯（Wet 
zone 、 Intermediate zone 、 Dry 



zone）の各所（Mahainduwara、Ambagaspitiye、Tonigala）において、(i) 異なる風化の程度を示す
風化花崗岩を露頭から採取、(ii) これら 3 つの気候帯の各所おけるボーリング調査、を実施し、
異なる風化の程度を示す花崗岩を得た。これら系統的に得られた風化の程度の異なる花崗岩試
料について分子地球化学的分析を進め、CIA に対する REE 濃度や REE 抽出率の依存性、REE の
ホスト相、放射光を用いた EXAFS 法による REE の局所構造などを解明した。これらの結果か
ら、特に風化の程度を規定する気候帯の違い（温帯 vs. 熱帯）が、REE イオン吸着型鉱床の生
成に影響することなどについて更なる考察を進めた。これは最終的には、REE イオン吸着型鉱
床は温帯に特徴的に存在することを示す結果になると期待された。 

４．研究成果 

（１）スリランカの気候帯が異なる地域の露頭試料の分析 

分析試料: 本科研費の支援を得て、スリランカにおいて主に強風化の花崗岩を採取した。スリラ
ンカはインドの南東に存在するセイロン島ともよばれる宝石や鉱物資源に富んだ国である。ス
リランカには先カンブリア代に堆積したと地球上で最も古い地殻のひとつである南インド盾状
地を形成し、先カンブリア代の中期（13 億～15 億年前）、もしくは古生代初期（4.5 億～5.5 億
年前）に変成作用を被ったと思われる岩石を源岩とする変成岩及び花崗岩が広く分布する。その
中でも特徴的なものにグラニュライト相地塊に出現する角閃石・黒雲母などの含水珪酸塩鉱物
を含みにくい charnokite（紫蘇輝石（ハイパーシン）花崗岩質岩）がある。また、スリランカの
土壌を大きく特徴づけている要因に、スリランカ特有の気候があげられる。スリランカは熱帯性
であり高温多湿であるが、モンスーンの影響が強く、年 2 回の季節風である南西モンスーンと北
東モンスーンに伴い、季節に応じて降水量が変化する。そのため、降水量の違いから、Dry Zone 
（降水量 2000 mm 以下）, Wet Zone （同 2000~3000 mm）, Intermediate Zone （同 3000 mm 以上）
の 3 つの地域に分けることができる（Radhakrishna and Vasudey, 1977）。このような降水量の違い
は、物理的風化の少ないスリランカの花崗岩に対して、化学風化の程度を決めている大きな要因
であると考えられる。試料の採取は、スリランカ地質調査所の Starling Fernando 博士の協力を得
て、上記の特徴を持つ 3 地点で行った。 

鉱物組成: 試料の XRD の測定結果から、全体的に石英、長石などの強いピークが存在した。ま
た土壌化した強風化の試料に関しては各種粘土鉱物、水酸化鉱物であるギブサイトのピークが
みられた。特にスリランカの試料では、様々な花崗岩質に特徴的な鉱物が存在する試料がみられ
る一方、石英、カオリン系粘土鉱物、ギブサイトなどの風化した試料に多い鉱物が支配的な試料
が見られた。特に Wet Zone の試料では 2θ=18.3°に他の試料では見られない強いギブサイトのピ
ークがみられた。スリランカの土壌は Wet zone ではカオリナイトが，Intermediate zone ではハロ
イサイト, Dry zone ではスメクタイトとバーミキュライトが特徴的に形成されることが報告さ
れており、（ハロイサイトとカオリナイトの区別はつかないが）今回得られた結果と整合的であ
る（フェルナンドら, 2002）。 

主成分元素組成: ガラスビード法で測定した XRF の主要元素の測定結果に基づき、花崗岩の風
化の指標として、Chemical Index of Alteration (CIA) (Nesbitt and Young, 1982)を求めた。CIA は CIA 
= Al2O3 / (Al2O3 + CaO + Na2O + K2O) ×100 で求められる。これは風化していく過程において、
残った岩石に通常は Al が相対的に増え、アルカリ元素やアルカリ土類元素が相対的に減る（水
に溶出）ことによる。この値は 50 ~ 100 の値をとり、新鮮な花崗岩の場合には 50 近く、Na、K、
Ca が完全に失われた強風化の岩石の最大の値は 100 となる。今回の試料の CIA 値は 53 から 99
と幅広い値を持っていることが分かった。これらの結果は、風化の少ない試料では、カリ長石な
どの一次鉱物が多く存在し、風化している試料にはカオリナイトなどの粘土鉱物や水酸化鉱物
であるギブサイトが存在するという XRD の結果や、見た目の状態とよく整合していた。 

全岩 REE 濃度: 全岩分解後の ICP-MS 分析により得た全岩 REE 濃度の結果を得た。スリランカ
の花崗岩試料では、一部の試料を除き全岩の総 REE 濃度は 100 ppm 程度と低いことが示唆され
た。これらの REE パターンを見ると、セリウム（Ce）やユーロピウム（Eu）が REE パターンの
全体の傾向からずれていることが分かる。このうち Ce は、酸化的環境で 4 価 (CeIV) となった
場合に、水に溶解しにくくなる。つまり酸化的環境で水中に溶けている希土類元素は、Ce に乏
しい状態（負の Ce 異常）になる。負の Ce 異常を持つ試料の生成過程としては、Ce の一部が沈
殿し Ce に乏しい水試料から負の Ce 異常を持つ REE が風化花崗岩に対して付加されたためと考
えられる。そのため、負の Ce 異常は、これらの試料で REE 濃度が流体から吸着・付加して増加
したとことを示しており、これがイオン吸着鉱の重要な特徴であることが示唆される。逆に正の
異常を持っているものでは水中で沈殿した Ce がセリアナイト（CeO2）などの形となり付加され
ていることが考えられる（Takahashi et al., 2000）。つまり Ce 異常の程度が小さい場合に、REE 抽
出率は小さく、負の Ce 異常の程度が大きい場合に、希土類元素の抽出率が高いことが分かった。
そこで CIA と Ce 異常の程度（Ce/Ce*）や La/ルテチウム（Lu）比（REE パターンの傾きに対応）
の比較を行ってみた。CIA と Ce/Ce*ではこれらの全体の試料では明確な傾向は見えておらず、



CIA が高い試料でも
Ce/Ce*が高い試料があ
り、Ce が沈殿・付加し
た可能性が示唆され
る。一方、CIA と La/Lu
比は明確な傾向が見え
ており CIA が高くなる
につれて、La/Lu が増加
していく傾向が見られ
る。元々の岩石は La/Lu
が低く、軽 REE と重
REE の濃度差は小さい
が、風化し REE が付加
した試料では、軽 REE
と重 REE の濃度差が大
きくなっていくと考え
られる。 

抽出 REE 濃度: 次に各試料について、抽出された REE 濃度を測定した。スリランカの試料では
抽出率は低く、イオン吸着型鉱床とよべるものはほとんど存在しなかった。スリランカ産花崗岩
では、風化の進行が著しく、二次鉱物はギブサイトやカオリナイトが中心で、REE を蓄積できる
粘土鉱物が存在しなくなってしまったことが原因と考えられる。 

CIA 値と REE 抽出率の関係: 以上のことを結果を考察するために、国内鳥取の風化花崗岩（智頭
花崗岩）およびスリランカ花崗岩のデータを加えて、CIA と REE の NH4

+による抽出率の関係を
調べた（図２）。風化の程度（CIA）と REE の抽出率の関係として、中風化の花崗岩（CIA = 65-
85）では、イオン交換能の大きなモンモリロナイトなどの粘土鉱物が存在する結果、REE のイオ
ン吸着型鉱床として十分なポテンシャルを持つことが示唆された。しかし、さらに風化が進んだ
強風化の花崗岩では、イオン交換能が小さなカオリナイトやギブサイトが増加する結果、REE を
保持することができず、逆にイオン吸着型鉱床としては不適当であることが示唆される。これら
の予想される一般性は、イオン吸着型鉱床の REE 鉱床としての可能性を定量的に議論する上で
重要な知見を与えると期待される。特にスリランカのような熱帯域では風化の進行が速く、ラテ
ライト土壌などの強風化土壌が形成されるが、本研究からはこのような土壌は REE の資源とし
て適さないこと、そして中程度の風化花崗岩の方が REE イオン吸着型鉱床としては重要である
ことなどが示唆された。 

（２）スリランカのボーリングコア試料中の REE の分析 

分析試料: 幅広い風化度の試料を採取するため、（１）で示したスリランカのwet zoneにあるMaha 
Induwara においてボーリングを 3 本（MAH-1, MAH-2, MAH-3）掘削した。本研究ではそれらの
うち MAH-3 を分析した。Maha Induwara の気温は wet zone の中でも高く、風化がより進みやす
いと考えられる。ボーリングは未風化花崗岩に達するまで行い、10~15 cm ずつ試料を採取した。
土壌が砂状の際は機械で重りを落下させることにより試料管を掘り進めた。土壌が岩石状にな
るとこの方法で掘り進められなくなったため、管の先にダイヤモンドカッターを取り付け、水を
流しモーターで試料管を回転させながら掘り進めた。採取時の記載をもとに作成した柱状図を
下に示す（図３）。また、MAH-1 の掘削地点の近くに一つと MAH-3 の掘削地点の近くに二つの
井戸があり、酸で洗浄した容器に紐をつけ、地下水を約 1 L ずつ直接採取した。それぞれ GW-
1、GW-3-1、GW-3-2 とし、水位は GW-1 が地下 303 cm で、GW-3-1 と GW-3-2 が 365 cm だった
土壌試料は採取直後に 2~3 日乾燥させた。その後実験室に持ち帰り一部はすぐに抽出実験を行
ったが、残りは数日風乾させた。砂状の試料はメノウ乳鉢で粉末状にし、岩石状の試料はハンマ
ーで粗く粉砕した後に振動ミルで粉末状にした。また、採取した井戸水は pH を測定し、直ちに
ろ過を行った。溶液の一部はアルカリ度を測定し、残りは水酸化鉄の沈殿生成やイオンの器壁へ
の吸着を防ぐため酸で希釈して実験室に持ち帰った。 

鉱物組成: 各岩石試料中の鉱物組成を明らかにするため XRD 分析を行った。全体的に石英や雲
母のピークが強く見られ、深度が浅くなるにつれてギブサイトのピークが強くなり、長石や角閃
石のピークが弱くなった。また、カオリナイトのピークが全ての深度の試料について強く見られ
る。この結果は、試料採取地点の多雨地域でカオリナイトが特徴的に形成されるという（１）の
結果と整合的である。 
主成分元素組成:元素組成から算出した CIA と深度のグラフを下に示す（図３）。このうち注目す
べきは、中程度の風化度（CIA 値 65~75）の深さが、限られた深度のみにみられる点である。風
化度と REE の抽出率の関連を見るために、REE のうち La に注目して、抽出率を示した（図３）。
図から、深度が浅くなるにつれて CIA の値は大きくなり、風化が進むことがわかる。また、CIA



は最小値が 50 程度で最
大値が100であることか
ら、コア試料は風化度を
ほぼ網羅していること
がわかる。しかし、グラ
フからわかるように、地
表から地中までなだら
かに風化が進むという
より、ある地点で急に風
化が進んでいる。そのた
め、本研究では中程度の
風化度をもつ花崗岩に
注目していたが、中程度
の風化度を持つ試料
（CIA 値 65~75）は深度
2.7 m の試料（試料 3-9）
の１試料だけしか得ら
れなかった。また、抽出
率は中程度の風化度を
持つ試料で最大になる
と予想したが、3-9 の下の 3-10 で最大になっていた。また、本研究のボーリング試料の REE 抽
出率はいずれも 10%以下であり、著しく低い値を示していた。 
考察: このように、スリランカの風化花崗岩では、表層での強風化の状態と深部での未風化の状
態の中間的な風化度を持ち、粘土鉱物などが多く含む試料が殆どみられず、イオン吸着型鉱床が
生成し得る状態の試料が殆ど存在しないことが分かった。CIA 値が 65~75 程度を示す試料にお
いても、REE の蓄積は殆どみられず、これは花崗岩が長期的に地下水と接することで、抽出可能
な REE が殆ど溶出してしまったためである可能性がある。このことは、REE イオン吸着型鉱床
になり得る風化花崗岩の条件として、「年代が古すぎないこと」が重要であることが示唆された。 
（３）REE の化学状態 
  これらの結果の解釈のために、REE の吸着構造や吸着分配係数（Kd）の値などを明らかに
した。吸着反応では表面錯体が重要な働きをしていると考えられる。表面錯体には外圏錯体と内
圏錯体の二種類があり、外圏錯体は水和した状態で吸着するため鉱物との結合が弱く、脱着しや
すい。一方、内圏錯体はイオンが鉱物と直接結合するため結合が強く、容易には脱着しない。Kd
値の結果から、フェリハイドライトでは支持塩の影響を受けないのに対し、粘土鉱物では支持塩
の影響を強く受けることがわかった。粘土鉱物において、支持塩が Na+の場合 Kd 値は高かった
が、NH4

+の場合には Kd 値が低くなり、このことは、Na+の存在下で REE が吸着しやすく、NH4
＋の存在下で液相に分配され抽出されやすいことを示す。また、この傾向が強く見られる島根の
試料やバーミキュライトは、Kd 値のパターンから、外圏錯体を形成し易いことがわかった。こ
れらのことから、抽出率が高くなるには、外圏錯体を形成し易いことが重要であることが明らか
になった。また、REE 以外の元素の Kd 値にも注目すると、+3 価をとる REE と Sr のみ Kd 値が
高くなり吸着しやすいことが明らかになった。 
  さらに国内で採取された風化花崗岩（広島花崗岩）に含まれた抽出率と Y の EXAFS とを測
定した結果、抽出率と花崗岩中の外圏錯体の割合がよく相関することが分かった（図４）。これ
は、風化花崗岩の本質である高い抽出率が、風化花崗岩中の外圏錯体の割合で決まることが明ら
かになった（Yamaguchi et al., 
2020）。これは、イオン吸着型
鉱床の形成機構や高い回収率
の実現において、極めて重要
な成果である。また海底マン
ガン団塊では、高い塩濃度下
におけるマンガン団塊への濃
集は必然的に内圏錯体の形成
によるものであることが
EXAFS か ら 分 か っ た
（Nagasawa et al., 2020）。これ
は、マンガン団塊からの REE
の抽出率が低いことと整合的
であり、イオン吸着型鉱床の
有用性を示すものである。 
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Kosuke Inou, Keisuke Fukushi, Koki Morida, Hiroki Suga, Yoshio Takahashi, Yasuo Takeichi, and Takahiro Kawai

Takuma Kitajima, Keisuke Fukushi, Yasuhito Sekine, Masahiro Yoda, Baasansuren Gankhurel, Davaadorj Davaasuren,
YasuoTakeichi, and Yoshio Takahashi

長澤　真・野田周帆・三島　郁・佐々木洋治・、 川上裕・増田一夫・清水祐輔・高橋嘉夫

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Comparison of speciation and solubility of arsenic, lead, and cadmium in contaminated soils from Kamegai mine tailing,
Toyama, Japan

Construction of a multi‐element XANES library of layered silicates used for water metamorphism analysis in meteorite mother
celestial bodies

Formation of monohydrocalcite at temperatures around the freezing point

X線吸収微細構造法によるレアアース（REE）イオン吸着型鉱化試料中 のREE化学種解析



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地球化学会 第67回オンライン年会

日本地球化学会 第67回オンライン年会

日本地球化学会 第67回オンライン年会

日本地球化学会 第67回オンライン年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小長谷莉未・坪井寛行・板井啓明・高橋嘉夫

 ３．学会等名

出井俊太郎・宮川和也・笹本　広・舘　幸男・天野由記・Paul C. M. Francisco・杉浦佑樹・高橋嘉夫

竹田早英桂・孫　静・浜本貴史・石田圭輔・田中雅人・板井啓明・高橋嘉夫

北島卓磨・福士圭介・関根康人・依田優大・Baasansuren Gankhurel ・Davaadorj Davaasuren ・武市泰男・高橋嘉

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

北海道幌延地域における堆積岩中のセレンの存在形態

Fe(Ⅱ)を含むスメクタイトによるU(VI)の還元

低温条件におけるモノハイドロカルサイトの生成

地球化学的ツールとしてのルビジウム安定同位体比の可能性: 河川-海洋系における同位体分別

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地球化学会 第67回オンライン年会

日本地球化学会 第67回オンライン年会

日本地球化学会 第67回オンライン年会

AGU Fall Meeting 2020（国際学会）

田中雅人・柏原輝彦・高橋嘉夫

山口瑛子・高橋嘉夫・奥村雅彦

伊地知雄太・大野　剛・高橋嘉夫

Yoshio Takahashi

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

銅のXAFS解析を利用したアラゴナイト生成を促進させる微量二価金属イオンの局所構造解析

Carbon XANES library of the heat-treated and impacted IOM stimulant applied to the extraterrestrial organic matter

海水および続成起源海底鉄マンガン酸化物中のバナジウムの吸着構造と吸着に伴う同位体分別の見積もり

陽イオンの粘土鉱物への吸着構造の解明:水の効果を含めた第一原理計算とXAFS法の相補的利用

 ４．発表年



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地球惑星科学連合2020年大会　JpGU-AGU Joint Meeting 2020 Virtual Meeting

日本地球惑星科学連合2020年大会　JpGU-AGU Joint Meeting 2020 Virtual Meeting
 ３．学会等名

坪井寛行・小長谷莉未・高橋嘉夫
 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名
日本地球惑星科学連合2020年大会　JpGU-AGU Joint Meeting 2020 Virtual Meeting

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

長澤　真・関澤央輝・新田清文・高橋嘉夫

白石史人・秋元貴幸・富岡尚敬・甕　聡子・高橋嘉夫

 ３．学会等名

ルビジウム同位体比の変動とその表層環境のトレーサーとしての可能性

放射光X線マイクロビームを用いたレアアースイオン吸着型鉱床の高エネルギー&#181;-XRF-XAFS分析

スフェルライトにおけるCaCO3核形成過程

Aqueous alteration in the nakhlites Y 000802

 １．発表者名
中村綾花・宮原正明・菅　大暉・山口　亮・若林大佑・山下翔平・武市泰男・高橋嘉夫・大谷栄治

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2020年大会　JpGU-AGU Joint Meeting 2020 Virtual Meeting



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地球惑星科学連合2020年大会　JpGU-AGU Joint Meeting 2020 Virtual Meeting

Goldschmidt Virtual 2020（国際学会）

Goldschmidt Virtual 2020（国際学会）

Goldschmidt Virtual 2020（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中雅人・柏原輝彦・山田真也・橋本　直・関澤央輝・宇留賀朋哉・高橋嘉夫

YUTA IJICHI, TAKESHI OHNO, and YOSHIO TAKAHASHI

YUTA IJICHI, TAKESHI OHNO, and YOSHIO TAKAHASHI

MAKOTO NAGASAWA, OHKI SEKIZAWA, KIYOFUMI NITTA,  and YOSHIO TAKAHASHI

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Adsorption structure of vanadium in marine ferromanganese oxides and its relation to host phase and isotope ratio of
vanadium

Structural State of Coprecipitated Magnesium, Copper, and Strontium in Calcium Carbonate

Structural State of Coprecipitated Magnesium, Copper, and Strontium in Calcium Carbonate

High-energy u-XRF-XAFS Analysis of Ion-Adsorption-Type Rare Earth Deposit
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2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

福島第一原子力発電所事故由来環境問題調査研究分野横断ワークショップ2019

Symposium on Planetary Science 2019 Program（招待講演）

2018日本放射化学会年会・第62回放射化学討論会

 ３．学会等名

 ２．発表標題

高橋嘉夫・菅　大暉・秦海波・鈴木慧花・ 山口亮・臼井寛裕

山口瑛子・高橋嘉夫

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋嘉夫

高橋嘉夫

福島第一原子力発電所事故由来環境問題調査研究分野横断ワークショップ2019

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

X線分光による化学種解析に基づく火星の表層環境に関する研究

層状珪酸塩へのハードな陽イオンの吸着構造の系統性：セシウムやストロンチウムの比較

ロードダスト（黒い物質）の分析とその重要性

原子炉内での放射性核種の生成と事故による環境中への放出

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2018年度日本地球化学会第65回年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018日本放射化学会年会・第62回放射化学討論会

山口瑛子・栗原雄一・田中万也・小原義之・香西直文・高橋嘉夫

徳永紘平・高橋嘉夫・香西直文

関根康人・福士圭介・渋谷岳造・高橋嘉夫

Haibo Qin・Shitong Yang・Qing Chang・宮本千尋・高橋嘉夫

2018日本放射化学会年会・第62回放射化学討論会

2018年度日本地球化学会第65回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

粘土鉱物への特異的吸着によるラジウムの固定：ウラン鉱床近傍のコア試料解析

バライト (BaSO4)を用いた放射性核種の効果的な処理法の開発

太陽系天体における水-岩石相互作用：太陽系形成と生命生存可能性に迫る

Perchlorate salt in and round the Taklimakan Desert, China: its distribution and occurrence

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度日本地球化学会第65回年会

2018年度日本地球化学会第65回年会

2018年度日本地球化学会第65回年会

大野　剛・伊地知雄太・柵木彩花・坂田周平・家路豊成・小川雅裕・福士圭介・高橋嘉夫

伊地知雄太・大野　剛・坂田周平・柵木彩花・高橋嘉夫

田中雅人・有賀大輔・柏原輝彦・高橋嘉夫

宮本千尋・松木　篤・板井啓明・高橋嘉夫

2018年度日本地球化学会第65回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

炭酸塩鉱物沈殿時の結晶構造がマグネシウムの同位体分別に与える影響について

炭酸塩鉱物の結晶多形選択に寄与する微量共沈銅の局所構造

鉱物への吸着に伴う同位体分別：モリブデン類似元素

硫酸エアロゾルの化学種の粒径依存性やその季節変化：大気輸送中の化学変化過程の考察



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度日本地球化学会第65回年会

2018年度日本地球化学会第65回年会

2018年度日本地球化学会第65回年会

 ３．学会等名

Sang-Ho Lee・高橋嘉夫

坪井寛行・山口瑛子・板井啓明・太田充恒・高橋嘉夫

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋嘉夫・山口瑛子・坪井寛行

山口瑛子・栗原雄一・田中万也・桧垣正吾・小原義之・香西直文・高橋嘉夫

2018年度日本地球化学会第65回年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Facile Carbothermal Transformation of Ferrihydrite-rich Mining Waste to Magnetic Responsible Adsorbent for Recovery of
Arsenic and Antimony in Water

ルビジウムの分子地球化学： 安定同位体分別による水-岩石比の推定

粘土鉱物層間に吸着されたハードな金属イオンの化学状態とその環境挙動や同位体分別との関係

粘土鉱物への特異的吸着によるラジウムの固定： ウラン鉱床近傍のコア試料解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2018年度日本地球化学会第65回年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度日本地球化学会第65回年会

三浦　輝・栗原雄一・山本政儀・山口紀子・坂口　綾・桧垣正吾・高橋嘉夫

三浦　輝・栗原雄一・山本政儀・山口紀子・坂口　綾・桧垣正吾・高橋嘉夫

徳永紘平・高橋嘉夫・香西直文

栗栖美菜子・坂田昂平・植松光夫・足立光司・高橋嘉夫

2018年度日本地球化学会第65回年会

2018年度日本地球化学会第65回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

粒径別エアロゾルにおける人為起源アンチモンの発生源および放出過程での化学形態変化の解析

放射光X線を用いた放射性微粒子の分析と粒子の生成プロセスの解明

バライト（BaSO4）への共沈反応を用いた放射性核種の効果的な処理法の確立

エアロゾル中人為起源鉄の同位体分別過程の解明と海洋表層への寄与の推定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度日本地球化学会第65回年会

2018年度日本地球化学会第65回年会

Goldschmidt2018（国際学会）

坂田昂平・栗栖　美菜子・武市泰男・坂口　綾・谷本浩志・高橋嘉夫

鈴木慧花・菅　大暉・山口　亮・臼井寛裕・高橋嘉夫

KURISU, Minako, Kohei SAKATA, Mitsuo UEMATSU, and Yoshio TAKAHASHI

NAKADA, Ryoichi,  Tomohiro USUI, Masashi USHIODA, and Yoshio TAKAHASHI

Goldschmidt2018（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

海塩粒子中の有機物と鉄の大気化学反応が鉄の溶解性に与える影響

Yamato 000593中のIddingsite分析から導く火星の水環境:二次鉱物や地球上の模擬サイトからの考察

Investigation of isotope fractionation of Fe in anthropogenic aerosols to determine its contribution to the surface ocean

Micro-XANES determination of oxidation states of V, Cr, and Fe in olivine-hosted glass inclusion and groundmass glasses of
Martian primitive basalt Yamato 980459



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt2018（国際学会）

第55回アイソトープ・放射線研究発表会（招待講演）

資源地質学会第 68 回年会学術講演会

 ３．学会等名

高橋嘉夫

高橋嘉夫・渡辺勇輔・柏原輝彦・石橋純一郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yoshio TAKAHASHI

Yoshio TAKAHASHI, and Akiko YAMAGUCHI

Goldschmidt2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

「福島第一原発事故の環境放射能動態解析学」土壌-河川-海洋系でのセシウムの移行に関する素過程の解析

還元的堆積物中でのモリブデンとタングステンの固液分配挙動

Studying trace element speciation allows to better understand geochemical controls on their distributions and isotopic
signatures in sediments

REE abundances and ion- exchangeable REE fraction are high for intermediately weathered granite by formation of outer-sphere
complex

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
AOGS（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

資源地質学会第 68 回年会学術講演会

山口瑛子・高橋嘉夫

Shuya TAN, Yasuhito SEKINE, Takazo SHIBUYA, Chihiro MIYAMOTO, and Yoshio TAKAHASHI

Yoshio TAKAHASHI

Yoko KEBUKAWA, Motoo ITO, Michael ZOLENSKY, Richard GREENWOOD, Zia RAHMAN, Hiroki SUGA, Aiko NAKATO, Queenie CHAN, Marc
FRIES, Yasuo TAKEICHI, Yoshio TAKAHASHI, Kazuhiko MASE, Kensei KOBAYASHI

AOGS（国際学会）

AOGS（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

イオン吸着型鉱床中のレアアースの存在状態: 抽出率や風化の程度との関係

The Role of Hydrothermal Reactions in Determining the Fate of Sulfate in Europa’s Ocean

Behavior of Various Elements at Earth Surface in the Presence of Microbes and Humic Substances

Organic Matter in Carbonaceous Chondrite-Like Xenolithic Clasts: Preserving Unique Records in the Solar System

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

坪井寛行・山口瑛子・板井啓明・高橋 嘉夫

三浦　輝・栗原雄一・山本政義・山口紀子・坂口　綾・桧垣正吾・高橋嘉夫

川島彰悟・板井啓明・栗栖美菜子・宮本千尋・高橋嘉夫

丹　秀也・関根康人・渋谷岳造・宮本千尋・高橋嘉夫

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ルビジウムの分子地球化学： その同位体比の堆積環境や海水量の指標としての可能性

Characteristics of radiocesium-bearing microparticles and Type B particles using multiple synchrotron radiation X-ray
analyses

Speciation and stable isotope variations of antimony in size fractionated aerosol collected from a tunnel and an urban air
in Japan

An experimental study of sulfate reduction in hydrothermal environments within Europa
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2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ３．学会等名

YAMAGUCHI, Akiko, Yuichi KURIHARA, Kazuya TANAKA, Yoshiyuki OBARA, Naohumi KOUZAI, and Yoshio TAKAHASHI

高木哲一・地下まゆみ・高橋嘉夫・栗栖美菜子・綱澤有輝・森本和也・星野美保子・月村勝宏

 ２．発表標題

 ２．発表標題

白石史人・松村宥也・千原亮二・奥村知世・板井啓明・柏原輝彦・狩野彰宏・高橋嘉夫

尾森武尊・富岡尚敬・甕　聡子・高橋嘉夫・白石史人

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

風化花崗岩によるラジウムの固定：吸着反応のイオン半径依存性に基づく考察 Fixation of radium by weathered granite from the view
point of dependence of ionic size on adsorption reaction

堆積性カオリン鉱床下位の風化花崗岩中に形成されたFe-kaolinite

微生物が生息するマンガン酸化物表面における Mn(II)酸化過程

シアノバクテリアの石灰化における細胞外高分子の役割

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

中村麻也・関根康人・福士圭介・渋谷岳造・長谷部徳子・ダバドルジ ジャハナ・高橋嘉夫

SAKATA, Kohei, Minako KURISU, Hiroshi TANIMOTO, Aya SAKAGUCHI, Yasuo TAKEICHI, and Yoshio TAKAHASHI

AOKI, Shogo, Takeshi OHNO, Ryoichi NAKADA, Teruhiko KASHIWABARA, Yoshio TAKAHASHI, Harilaos TSIKOS, and Tsuyoshi KOMIYA

SUGA, Hiroki, Masaaki MIYAHARA, Motoo ITO, Yasuo TAKEICHI, Hikaru YABUTA, Akira YAMAGUCHI, Yoshio TAKAHASHI, and Eiji OHTANI

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

初期火星における化学風化の評価に向けた実験的・地質学的研究

Enhancement of Iron Solubility by Organic Matters in Sea Spray Aerosol

古原生代 Hotazel Formationの縞状鉄鉱層および Mn堆積物の遷移金属元素分布 The spatial distribution of transitional elements of
the BIFs and the manganese rocks in the Paleoproterozoic Hotazel Formation

Preliminary investigation results of organic matter in the Black Beauty (NWA 7034)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

IIZUKA, Yoshinori, Sumito MATOBA, Ryoto FURUKAWA, Takuto ANDO, Takeshi SAITO, Fahmida PARVIN, Tomomi AMINO, Mai SHIBATA, Moe
KADOTA, Osamu SEKI, Shin SUGIYAMA, Ryu UEMURA, Koji FUJITA,  Yoshio TAKAHASHI, et al.

栗栖美菜子・坂田昂平・足立光司・高橋嘉夫

ASANO, Maki, Xinxin LI, Kenji TAMURA, Takashi KAMIJYO, Rota WAGAI, Yasuo TAKEICHI, Kanta ONO, and Yoshio TAKAHASHI

URAMOTO, Go-Ichiro, Yuki MORONO, Naotaka TOMIOKA, Shigeyuki WAKAKI, Ryoichi NAKADA, Rota WAGAI, Kentaro UESUGI, Akihisa
TAKEUCHI, Masato HOSHINO, Yoshio SUZUKI, Satoshi MITSUNOBU, Fumito SHIRAISHI, Hiroki SUGA, Yasuo TAKEICHI, Yoshio TAKAHASHI,
and Fumio INagaki

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリーンランド南東部、高涵養量ドームにおける浅層アイスコアプロジェクトの概要と研究成果 Overview and recent activities for
shallow ice core project on a high-accumulation dome, southeast Greenland

燃焼由来エアロゾル中の低い鉄安定同位体比:気化による同位体分別過程の検証

Initial soil formation on fresh volcanic ash from the 2000 eruption of Miyake Island

南太平洋環流域の堆積物に含まれるマンガン鉱物塊の鉱物学的・地球化学的特徴について Mineralogical and geochemical
characteristics of manganese mineral particles in the South Pacific Gyre sediment



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

日本原子力学会2018年秋の大会

 ３．学会等名

ITO, Lisa, and  Yoshio TAKAHASHI

奥村大河・山口紀子・土肥輝美・飯島和毅・小暮敏博

 ２．発表標題

 ２．発表標題

TANAKA, Masato, Daisuke ARIGA, Teruhiko KAHIWABARA, and Yoshio TAKAHASHI

TAKAHASHI,  Yoshio

日本地球惑星科学連合2018年大会　JPGU2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Natural attenuation of zinc by the sediment layer in Majuro Atoll

福島原発事故により放出された放射能Cs含有微粒子の溶解挙動の解明

Mechanism of large isotope fractionation of molybdenum (VI) between seawater and ferromanganese oxides

レアメタルの元素としての性質の理解による濃集プロセスの解明や資源利用への貢献 Metal resource sciences based on elemental
properties of rare metals revealed by speciation analysis

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第7回環境放射能除染研究発表会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本鉱物科学会2018年会

市村康治・小暮敏博

石井貴大・小暮敏博・菊池亮佑・湯口貴史

小暮敏博・奥村大河・酒井陽一・高山　努・Linwei Tian

下山　巌・小暮敏博・奥村大河・馬場祐治

日本鉱物科学会2018年会

第62回粘土科学討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

電子線マイクロアナライザによる磁鉄鉱中のFe3+/ΣFe

熱水変質による花崗岩中黒雲母の緑泥石化機構の再考

中国雲南省の石炭に含まれる鉄緑泥石の構造とその加熱による変化

セシウムフリー鉱化法を用いた土壌除染における塩化物反応剤と低圧環境の相乗効果

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回環境放射能除染研究発表会

第7回環境放射能除染研究発表会

日本科学未来館主催「Lesson#3.11シンポジウム」

奥村大河・小暮敏博・山口紀子・土肥輝美・飯島和毅

奥村大河・小暮敏博・岩崎宏和・末益大嗣・遠藤和人・落　修一・江藤　隆・斉藤　進

高橋嘉夫

Y. Takahashi

Joint meeting of Multi‐scale asteroid science & Aqua planetology（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

福島原発事故により発生した放射性粒子の加熱による構造と放射能の変化

原発事故直後に下水処理施設で発生した放射性物質を含む廃棄物の分析

原発事故から7年。放射能汚染の状況はどこまで改善したか

Future application of X‐ray microscopy (STXM etc.) to Hayabusa 2 asteroid samples



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度同位体比部会

日本地質学会第124年学術大会（2017年愛媛大会）

2017年度日本地球化学会第64回年会

 ３．学会等名

高橋嘉夫・山口瑛子

田中万也・山崎信哉・高橋嘉夫・鈴木勝彦

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋嘉夫

栗栖美菜子・高橋嘉夫

「福島原発事故で放出された放射性物質の多面的分析」専門研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

イオン吸着型鉱床：気候の影響やレアアースの特異性

原発事故で放出された放射性核種の環境動態

放射光を用いた放射性セシウム濃集粒子の分析

エアロゾル中人為起源鉄の安定同位体比に基づく海洋表層への寄与の評価

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2017年度日本地球化学会第64回年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度日本地球化学会第64回年会

栗原雄一・三浦　輝・坂口　綾・長尾誠也・山本政儀・桧垣正吾・田中万也・高橋嘉夫

三浦　輝・栗原雄一・坂口　綾・長尾誠也・田中万也・桧垣正吾・高橋嘉夫

坂田昂平・栗栖美菜子・坂口　綾・谷本浩志・高橋嘉夫

栗栖美菜子・坂田昂平・高橋嘉夫

2017年度日本地球化学会第64回年会

2017年度日本地球化学会第64回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

道路粉塵 (黒い物質) 中の放射性セシウム包有粒子

福島地域の河川において放射性セシウム含有微粒子がセシウムの固液分配に与える影響

太平洋上におけるエアロゾル中の微量金属の空間および粒径分布：クリーンサンプリング法の開発とその応用

人為起源鉄の低い安定同位体比の原因の解明：野焼きおよび製鉄所由来のエアロゾル

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度日本地球化学会第64回年会

2017年度日本地球化学会第64回年会

2017年度日本地球化学会第64回年会

宮本千尋・飯塚芳徳・坂田昂平・高橋嘉夫

高橋修也・鍵　裕之・篠崎彩子・菅　大暉・坂田昂平 ・高橋嘉夫・宮本千尋・野口高明・武市泰男

田中雅人・有賀大輔・柏原輝彦・高橋嘉夫

稲垣純平・坂口　綾・井上美南・羽場宏光・柏原輝彦・山﨑　信・菊池早希子・金子政志・小谷弘明・高橋嘉夫・臼井　朗・末木啓介

2017年度日本地球化学会第64回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリーンランドの氷床コア中に捕捉された粒子のカルシウム化学種の解明

X線顕微鏡（ cSTXM ）を用いたアラニンの高圧重合生成物ナノスケールマッ ピング

マンガン酸化物への吸着に伴う同位体分別を引き起こすモリブデンの元素的な性質

鉄マンガンクラストにおけるZr, Hfの分別挙動に関する考察



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度日本地球化学会第64回年会

2017年度日本地球化学会第64回年会

2017年度日本地球化学会第64回年会

 ３．学会等名

福士圭介・鈴木雄真・松宮春奈・川野　潤・大野　剛・小川雅裕・家路豊成・高橋嘉夫

徳永紘平・高橋嘉夫・香西直文

 ２．発表標題

 ２．発表標題

宮下　駿・福士圭介・諸留章二・高橋嘉夫

山口瑛子・高橋嘉夫・田中雅人

2017年度日本地球化学会第64回年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

モノハイドロカルサイトと共存するMgの存在状態：XANES, 第一原理計算と地球化学モデリング

バライト（BaSO4）への共沈反応を用いた有害元素の効果的な除去法の確立

高アルカリ条件下における酸化マグネシウムによる亜セレン酸の取り込み機構

吸着構造のイオン半径依存性: 粘土鉱物への吸着反応について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2017日本放射化学会年会・第61回放射化学討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017年度日本地球化学会第64回年会

伊藤理彩・大森貴之・米田　穣・高橋嘉夫

高橋嘉夫・秦　海波・武市泰男・仁谷浩明・寺田靖子

丹　秀也・関根康人・渋谷岳造・宮本千尋・高橋嘉夫

Sang-Ho Lee・高橋嘉夫

2017年度日本地球化学会第64回年会

2017年度日本地球化学会第64回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

環礁堆積物に付加された重金属の化学種とその挙動

マイクロXRF-XAFS-XRDを用いた水-土壌系でのテルルの化学種解析およびセレンとの比較

エウロパ内部海における硫酸還元反応と熱水環境存在可能

Removal of iodide in water by bismuth-based adsorbents

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017日本放射化学会年会・第61回放射化学討論会

2017日本放射化学会年会・第61回放射化学討論会

2017日本放射化学会年会・第61回放射化学討論会（招待講演）

栗原雄 一・三浦　輝・桧垣正吾・坂口綾・田中万也 ・長尾誠也・山本政儀・高橋嘉夫

三浦　輝・栗原雄一・坂口　綾・長尾誠也・田中万也 ・山口紀子・桧垣正吾・高橋嘉夫

高橋嘉夫

Nakada, Ryoichi, Yoshio Takahashi, and Masaharu Tanimizu

Goldschmidt2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

黒い物質中の放射性セシウム含有微粒子に黒い物質中の放射性セシウム含有微粒子について

地域の河川において、セシウム含有微粒子がセシウムの固液分配に与える影響

化学種 化学種および同位体比に基づく福島第一原発由来の放射 核種の挙動解析

Cerium Stable Isotope Ratio in Ferromanganese Deposites and its Potential as a Paleoredox Proxy



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt2017（国際学会）

Goldschmidt2017（国際学会）

Goldschmidt2017（国際学会）

 ３．学会等名

Yamaguchi, Akiko, Masato Tanaka, and Yoshio Takahashi

Kahiwabara, Teruhiko, Sayuri Kubo, Masato, Tanaka, Ryoko Senda, Tsuyoshi Iizuka, Masaharu Tanimizu, and Yoshio Takahashi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kikuchi, Sakiko, Teruhiko Kashiwabara, and Yoshio Takahashi

Takahashi, Yoshio, Qiaohui Fan, Kazuya Tanaka, and Vladimir V. Kanivets

Goldschmidt2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Effect of Ionic Radii on Metal Ion Species Adsorbed in the Interlayer of 2:1 Phyllosilicate: Impcliations on their Migration
in Environment

Stable Isotope Fractionation of Tungsten during Adsorption on Fe and Mn (Oxyhydr)oxides

Difference of Cesium and Selenium Adsorptions between Biogenic and Synthetic Ferrihydrite

Comparison of Solid-Water Distributions of Radiocesium in River Waters between Fukushima and Chernobyl Areas

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第28回日本微量元素学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Goldschmidt2017（国際学会）

Shoko Imamura, Natsumi Noda, Yasuhito Sekine, Minako Kurisu, Haruhisa Tabata, and Yoshio Takahashi

Noda, Natsumi, Shoko Imamura, Yasuhito Sekine, Soichiro Uesugi, Minako Kurisu, Takashi Murakami, and Yoshio Takahashi

Miyamoto, Chihiro, Yoshinori Iizuka, Kohei, Sakata, and Yoshio Takahashi

高橋嘉夫

Goldschmidt2017（国際学会）

Goldschmidt2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Low-CO2 Water Environment for Ancient Aquifer within Gale Crater Inferred from Manganese Oxidation Experiments
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